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会
報

　37
号
に
よ
せ
て
　
同
窓
会
会
長 

　
大
　
嶋
　
　
　
裕   

　

横
浜
商
科
大
学
同
窓
会
会

員
な
ら
び
に
、
ご
家
族
の
皆

さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
活
躍

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

日
頃
、
同
窓
会
と
母
校
の

発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
同
窓
会
事
業
と

し
て
長
野
支
部
が
18
番
目
の

支
部
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
不
動
産
支
部

が
大
学
不
動
産
連
盟
（
13
大

学
OB
か
ら
な
る
）
の
総
会
を

横
浜
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

５
５
０
名
の
参
加
者
の
大

イ
ベ
ン
ト
を
小
さ
な
単
科
大

学
の
一
支
部
が
単
独
で
成
し

得
る
事
で
は
な
く
、
母
校
商
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第 37号

大
の
多
大
な
る
ご
支
援
と
、

同
窓
会
が
三
身
一
体
と
な
っ

た
賜
物
で
す
。
大
盛
会
に
終

え
る
事
が
出
来
、
各
方
面
よ

り
素
晴
し
か
っ
た
と
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
８
０
０
０
余
名
の
同
窓
会

が
、
社
会
で
幅
広
く
活
動
し

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
商

大
の
誇
り
で
あ
り
、
自
信
と

な
る
も
の
で
す
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
マ
イ
ス
）
都

市
横
浜
で
“
商
大
こ
こ
に
在

り
”
を
目
指
し
て
、
今
後
も
、

同
窓
会
活
動
を
、
よ
り
活
発

化
し
、
知
恵
と
工
夫
で
、
よ

り
元
気
で
楽
し
い
同
窓
会
に

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
と
ご
家
族

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
同
窓
会
に

新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
、

い
た
だ
き
た
く
更
な
る
ご
協

力
・
ご
支
援
を
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

  
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は

Ｍ　
M

eeting

：
会
議
研
修

Ｉ　

 Incentive T
ravel

：
報

奨
・
研
修
旅
行

Ｃ　

 C
onvention

：
国
際
機

関
や
学
会
主
催
の
会
議

Ｅ　

 E
vent/E

xhibition
：
イ

ベ
ン
ト
（
ス
ポ
ー
ツ
含

む
）
や
展
示
・
見
本
市
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藹
々
と
懇
親
会
に
移
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、先
生
方
、

同
窓
会
関
係
者
、
不
動
産
支
部
の

メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
現
役
の

剣
道
部
、
ゴ
ル
フ
部
の
学
生
も
応

援
に
加
わ
り
総
勢
70
名
近
く
の
商

大
関
係
者
が
高
ら
か
に
校
歌
を
歌

え
た
事
は
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。

　

松
本
理
事
長
は
じ
め
関
係
者

一
同
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
お
陰

を
も
ち
ま
し
て
、
連
盟
役
員
、
他

校
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
マ
ス
コ

ミ
の
方
か
ら
も
非
常
に
高
い
評
価

を
頂
き
、「
こ
れ
ま
で
で
一
番
素

敵
な
、
素
晴
ら
し
い
総
会
で
あ
っ

た
」「
横
浜
ら
し
さ
が
随
所
に
溢

れ
、魅
力
た
っ
ぷ
り
だ
っ
た
」等
、

嬉
し
い
賞
賛
の
言
葉
を
沢
山
頂
き

ま
し
た
。

　

盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
に
、
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
関
係
し
た
す

べ
て
の
方
々
が
「
や
っ
て
良
か
っ

た
」
と
達
成
感
で
一
杯
に
な
る
事

が
出
来
、
出
合
い
と
感
謝
の
総
会

で
し
た
。

　

以
下
、
加
盟
大
学
一
覧
（
慶
応
・

早
稲
田
・
中
央
・
明
治
・
青
山
・
日
大
・

法
政
・
立
教
・
横
浜
商
大
・
同
志
社
・

上
智
・
東
洋
・
専
修
各
大
学
）

 
平
成
22
年
度

大
学
不
動
産
連
盟
総
会

　

本
年
の
大
学
不
動
産
連
盟
総
会

は
、
横
浜
商
大
不
動
産
会
（
不
動

産
支
部
）
が
幹
事
校
の
為
、「
恥

ず
か
し
く
な
い
立
派
に
他
校
に
も

誇
れ
る
総
会
に
し
よ
う
」
と
、
横

浜
商
科
大
学
と
同
窓
会
に
協
力
を

頂
き
な
が
ら
一
年
半
に
渡
っ
て
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
連
盟
は
、
不
動
産
、
建
設
、

土
木
関
係
者
を
主
体
と
し
、金
融
、

保
険
、
司
法
書
士
等
の
幅
広
い
関

連
業
界
を
主
体
と
し
て
組
織
さ

れ
、
会
員
も
首
都
圏
全
域
に
渡
っ

て
13
校
、
３
０
０
０
千
人
を
超
え

る
会
員
が
い
ま
す
。
横
浜
商
大
不

動
産
会
は
第
10
番
目
の
正
会
員
加

盟
校
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
神

奈
川
県
で
は
唯
一
つ
の
加
盟
大
学

で
す
。（
現
在
、
東
海
大
学
、
明

治
学
院
大
学
が
加
盟
申
請
中
）

　

総
会
は
「
出
会
い
」
を
テ
ー
マ

の
基
、
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
て
約
550
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
、
総
会
の
後
、
元
文
部
科

学
大
臣
の
鈴
木
恒
夫
横
浜
商
科
大

学
特
任
教
授
と
鎌
倉
出
身
、
ジ
ャ

ズ
シ
ン
ガ
ー
の
阿
川
泰
子
さ
ん
に

記
念
講
演
を
い
た
だ
き
、
和
気

大
学
不
動
産
連
盟

13
校
約
５
５
０
人
参
加
し

横
浜
で
初
の
総
会

　

不
動
産
や
建
設
業
に
携
わ
る
大

学
ご
と
の
出
身
者
た
ち
の
横
断
的

な
集
ま
り
、「
大
学
不
動
産
連
盟
」

の
２
０
１
０
年
度
総
会
が
６
月
23
日
、

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
の
横

浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
、
加

盟
13
校
の
約
５
５
０
人
が
参
加
し

て
、
横
浜
で
初
め
て
、
横
浜
商
大

不
動
産
会
が
主
管
し
て
開
か
れ
た
。

　

同
連
盟
は
１
９
９
９
年
、
大
学

ご
と
に
つ
く
る
「
不
動
産
会
」
が

情
報
交
換
、
研
修
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
社
会
と
各
母
校
に
貢
献
し

よ
う
と
、
5
校
で
立
ち
上
げ
た
の

が
始
ま
り
。
年
度
内
に
は
新
た
に

3
大
学
の
不
動
産
会
が
加
わ
り
、

16
校
に
な
る
。

　

総
会
で
は
、
各
地
域
や
各
部
会

の
活
動
報
告
な
ど
が
あ
っ
た
後
、

と
も
に
「
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
、

元
文
科
相
の
鈴
木
恒
夫
・
横
浜
商

科
大
学
特
任
教
授
が
新
聞
記
者
を

経
て
政
治
家
に
な
っ
て
い
く
過
程

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
語
り
、

鎌
倉
出
身
の
ジ
ャ
ズ
歌
手
阿
川

泰
子
さ
ん
が
女
優
・
ジ
ャ
ズ
・
住

ま
い
な
ど
と
の
出
会
い
を
司
会
の

リ
ー
ド
に
乗
っ
て
楽
し
く
語
っ
た
。

　

ま
た
席
上
、
盲
導
犬
の
育
成
と

歩
行
指
導
を
通
し
て
、
視
覚
障
害

者
の
自
立
を
支
援
し
て
い
る
ア
イ

メ
イ
ト
協
会
（
東
京
都
練
馬
区
）

と
神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団

に
福
祉
の
た
め
に
と
寄
付
金
が
贈

ら
れ
た
。

（
神
奈
川
・
建
通
・
住
宅
新
聞
掲
載
）
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群
馬
支
部
7
／
10（
土
）14
時
〜

7
名
参
加　

高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
12
Ｆ
「
銀
座
」

経
営
実
践
会
支
部
7
／
10（
土
）

　

16
時
よ
り
勉
強
会　

横
浜
健
康

保
険
セ
ン
タ
ー
10
Ｆ
［
レ
ス
ト
ラ

ン
Ｈ
×
3
］
に
て
懇
親
会　

13
名

参
加
（
平
野
元
商
大
教
授
）

新
支
部
長
佐
藤
氏
に

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
支
部
9
／

11（
土
）18
時
〜　

鶴
見
ル
ー
ジ
ン

15
名
参
加
（
平
澤
名
誉
教
授
）

例
年
よ
り
多
く
の
参
加
者
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
躍
状
況
な
ど
話
題
に

つ
き
る
こ
と
が
な
く
、
今
後
の
支
部

発
展
に
つ
な
が
る
総
会
で
し
た
。

今
後
の
予
定

会
計
人
会
支
部
・
宮
城
支
部
・
新

潟
支
部
・
長
野
支
部
・
福
島
支
部
・

不
動
産
支
部

四
国
支
部
5
／
15（
土
）　

奥
道

後
ホ
テ
ル
に
て　

9
名
参
加
（
宮

原
名
誉
教
授
ご
夫
妻
・
佐
藤
教
授
）

来
年
は
徳
島
の
予
定

静
岡
支
部
6
／
19（
土
）16
時
〜

11
名
参
加
（
宮
原
名
誉
教
授
）

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

飯
山
祭
に
参
加
!!

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展

（
皆
さ
ん
来
て
下
さ
い
ネ
）

教
員
支
部
5
／
14（
金
）　

特
別

選
抜
者
入
試
説
明
会
後
16
時
〜　

横
浜
東
口
崎
陽
軒
に
て　

14
名
参

加そ
の
他
の
活
動
と
し
て

7
／
3（
水
）教
育
実
習
反
省
会
15
時
〜

8
／
30（
月
）教
育
研
修
会
9
時
〜
17
時

大
学
側
よ
り
松
本
理
事
長
、
高

橋
・
徳
田
両
教
授
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
教
員
支
部
の
先
生
方
と
共

に
一
人
ず
つ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
光
産
業
支
部
4
／
17（
土
）

13
時
〜　

ホ
テ
ル
・
ラ
ポ
ー
ル
千
寿

閣
に
て　

10
名
参
加（
羽
田
教
授
）

飯
山
会
支
部
5
／
8（
土
）17
時
〜

横
浜
東
口
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
に
て

19
名
参
加
（
宮
原
名
誉
教
授
）

広
島
支
部 
4
／
10（
土
）18
時
〜

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島
に

て　

6
名
参
加

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
支
部
4
／
17（
土
）

16
時
〜　

群
馬
県
安
中
市
磯
部
温

泉
旭
館
に
て　

9
名
参
加

支
部
総
会
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第40回卒業式
平成22年3月26日

パシフィコ横浜国際会議センター

卒業記念
パーティ

華やかに
清々しく

パーティ
ーは大盛

会

〈地域の方々からもお祝を〉
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新
会
員
紹
介

ゼ
ミ
が
学
生
を
成
長
さ
せ
る

　

小
林
二
三
夫
教
授
ゼ
ミ

　
　

松
本
武
雄
賞
第
2
席
受
賞

貿
易
・
観
光
学
科　

朴　

俊
花

　

私
は
貿
易
を
勉
強
し
た
い
一
心

で
横
浜
商
科
大
学
に
入
学
し
た
。

2
年
生
の
前
期
に
小
林
二
三
夫
教

授
の
授
業
を
い
く
つ
か
履
修
し

た
。
授
業
を
受
け
、
教
授
の
貿
易

に
対
す
る
実
務
経
験
と
専
門
知
識

の
深
さ
に
ひ
か
れ
、
是
非
ゼ
ミ
に

入
り
た
か
っ
た
。
選
考
が
通
り
、

2
年
生
の
後
期
か
ら
ゼ
ミ
演
習
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

小
林
教
授
は
時
に
は
優
し
く
、

時
に
は
鬼
の
よ
う
に
厳
し
か
っ

た
。
普
段
は
冗
談
を
言
っ
た
り
、

穏
や
か
な
方
だ
が
、
一
旦
授
業
が

始
ま
る
と
顔
つ
き
か
ら
変
わ
る
。

授
業
に
は
一
切
の
妥
協
も
許
さ
な

い
。
ゼ
ミ
の
2
、
3
年
で
は
、
指

定
さ
れ
た
本
を
読
み
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
、
皆
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
形
を
と
っ
て
い
た
。

十
分
に
調
べ
て
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
て
発
言
し
な
い
と
、
ひ
ど

い
目
に
あ
う
。「
ち
ゃ
ん
と
調
べ

た
の
か
い
？
」、「
や
る
気
あ
る

の
？
」、「
も
う
来
な
く
て
い
い
か

ら
」
と
怒
る
。
小
林
教
授
の
こ
う

い
う
厳
し
い
教
え
方
の
お
か
げ

で
、
ゼ
ミ
生
は
み
る
み
る
う
ち
に

成
長
し
て
い
く
。
特
に
、
関
貿
連

（
関
東
貿
易
連
合
会
、毎
年
12
月
）

で
の
発
表
を
終
え
る
と
一
層
成
長

で
き
た
の
が
実
感
で
き
る
。
ゼ
ミ

生
は
堂
々
と
人
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の

考
え
を
ま
と
め
る
力
が
付
い
て
く

る
。
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
小
林

教
授
は
ゼ
ミ
の
指
導
を
し
い
る
の

だ
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
私
の
卒
業
論

文
が
「
松
本
武
雄
賞
」
の
第
2
席

に
入
選
さ
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
社
会
人
に
な
っ
た
今
、

私
は
小
林
二
三
夫
教
授
の
ゼ
ミ
生

で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
思
っ
て

い
る
し
、教
授
に
感
謝
し
て
い
る
。

社
会
人
に
な
り
会
社
に
入
る
と
人

の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
り
、
自

分
の
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
多
く

な
る
。
ゼ
ミ
で
練
習
を
重
ね
て
き

た
私
は
、
緊
張
せ
ず
堂
々
と
プ
レ

ゼ
ン
が
で
き
る
し
、
し
っ
か
り
と

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
ま
で
厳
し
く
指
導
を
受

け
て
き
た
証
で
あ
り
、
自
分
が
頑

張
っ
て
き
た
証
で
も
あ
る
か
ら
こ

そ
、
自
信
が
あ
る
。
だ
か
ら
堂
々

と
で
き
る
。
私
は
そ
う
思
う
。

　

今
、
私
は
4
年
間
育
て
て
く
れ

た
横
浜
商
科
大
学
に
感
謝
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
横
浜
商
科
大
学
の
卒
業

生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い

る
。

　

社
会
人
と
し
て

　

高
橋
浩
ゼ
ミ

　
　

松
本
武
雄
賞
第
3
席
受
賞

三
宅
健
太
郎

　

大
学
を
卒
業
し
て
も
う
数
カ
月

が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
の
3
月
に

卒
業
し
た
同
期
の
学
生
は
社
会
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
こ
の
コ
ラ
ム
に
何
を
書

こ
う
か
と
考
え
た
と
き
に
、
思
い

つ
い
た
こ
と
が
、「
朝
」
の
こ
と

で
す
。

　

学
生
時
代
気
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
朝
の
授
業
の
出
席
率
が
あ
ま

り
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

1
限
の
開
始
は
午
前
9
時
で
す
。

学
生
全
員
が
授
業
の
初
め
に
揃
う

授
業
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
受
け

た
授
業
で
は
、
開
始
時
に
は
先
生

と
私
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

社
会
に
出
る
と
時
間
を
守
る
と

い
う
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま

す
。
私
の
場
合
、
就
職
先
が
高
等

学
校
で
す
の
で
、
も
し
私
が
遅
刻

す
れ
ば
受
け
持
っ
て
い
る
生
徒
や

他
の
先
生
方
に
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
相
手
に
迷
惑
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
は
自
分
の
信
用
度
が
下
が

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
僅
か
な
遅

刻
で
も
信
用
が
な
く
な
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
普
段
遅
刻
し
て
く
る

学
生
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
に
は
遅
刻

な
く
向
か
っ
て
い
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
こ
の
差
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。
私
は
気
の
持
ち
よ
う
だ
と

思
い
ま
す
。
大
学
3
年
の
と
き
、

1
年
間
1
限
に
授
業
を
入
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
初
め
の
う
ち
は

辛
い
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば

体
が
慣
れ
て
き
ま
す
。

　

早
起
き
は
三
文
の
徳
と
い
う
諺

が
あ
り
ま
す
。
三
文
を
現
在
の
価

値
に
直
す
と
50
円
か
ら
100
円
の
間

だ
そ
う
で
す
。
大
し
た
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
1
年
間
1
限
の
授
業

を
入
れ
た
年
は
午
後
が
と
て
も
長

く
感
じ
ま
し
た
。
朝
を
有
効
に
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
1
日
の
間
に
使

え
る
時
間
が
長
く
な
る
の
で
す
。

ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
の
で
、
あ

い
た
時
間
は
研
究
に
使
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。

　

授
業
の
時
刻
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
に
は
、
時
間
を
読
む
と
い
う

こ
と
も
大
切
で
す
。
自
宅
か
ら
大

学
ま
で
距
離
が
遠
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
電
車
の
運
行
見
合
わ
せ
や

遅
延
、
道
路
渋
滞
な
ど
に
巻
き
込

ま
れ
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

そ
の
分
、
自
宅
を
早
く
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
私
は
家
を
早
く
出

る
こ
と
に
よ
り
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
が

始
ま
る
時
間
帯
前
な
の
で
ま
だ
電

車
に
座
る
事
が
で
き
ま
す
。
朝
座

れ
る
か
否
か
が
一
日
の
仕
事
に
影

響
し
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
学
ん
だ
朝
の
使
い

方
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。

《
会
員
の
皆
さ
ま
》

　

近
況
報
告
・
お
店
紹
介
等
、

会
報
記
事
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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“
新
入
生
へ
”松

本
英
二
理
事
長

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
、
一
番
大

切
な
事
は
、
横
浜
商
科
大
学
で
最

善
の
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
大
学
は
、
勉
強
の
場
、
勉

学
は
、
辛
く
苦
し
く
て
も
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
苦

し
い
毎
日
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
以
上
に
楽
し
い
事
が
沢
山
あ
る

は
ず
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度
　
入
学
式

平成22年度　学年暦
学　年　行　事

前　
　
　

期

4月1日 入学式、前期開始

4月1日〜6日 新年度オリエンテーション

4月7日 講義開始

4月7日〜17日12時まで 履修申請期間

4月18日 開学記念日

4月30日・5月1日 講義なし（研修日）

7月19日 講義日（海の日）

7月27日 講義終了

7月28日〜8月10日 定期試験期間

8月11日〜9月26日 夏期休暇

8月19日・20日 追試験

9月9日 卒業発表

9月25日 学位授与式

後　
　
　
　

期

9月27日 後期開始、授業開始

9月27日〜10月8日 履修申請期間

10月11日 講義日（体育の日）

10月30日・31日
飯山祭期間

（10月28日〜11月3日）

11月23日 講義日（勤労感謝の日）

12月27日〜1月5日 冬季休暇

1月15日 講義なし（センター入試会場）

1月28日 講義なし（研修日）

1月31日 講義終了

2月1日〜2月12日 定期試験

2月13日〜3月31日 春期休暇

2月17日・18日 追試験

3月4日 卒業発表

3月26日 卒業式・学位授与式

3月31日 年度終了

大
学
生
活
を
、
楽
し
く
す
る
も
苦

し
く
す
る
の
も
本
人
の
心
が
け
次

第
で
す
。

四
年
間
の
努
力
で
、
今
よ
り
更
に

素
晴
ら
し
い
人
間
に
、
無
限
の
可

能
性
を
信
じ
て
、

「
安
ん
じ
て
事
を
託
さ
る
ゝ

人
と
な
れ
」

第
77
号
横
浜
商
科
大
学
報
よ
り
抜
粋

367名の新入生

横浜商科大学
中華街まちなかキャンパス

横浜中華街の世界

定価1500円
お問い合わせは

大学事務局へ

横浜商科大学 編
※ この本は、2009年4月

から7月の間に横浜商
科大学が主催した横浜
開港150周年記念講演
をまとめたものです。

四六判　全264ページ
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1
．
各
支
部
の
近
況
報
告

・
福
島
（
片
野
）　

2
番
目
に
古
い

支
部
で
す
が
、
充
実
し
た
内
容
が

掴
め
な
い
ま
ま
い
ま
す
。
5
・
7

月
役
員
会
開
催
（
5
月
の
役
員
会

は
Ｈ
Ｐ
差
し
替
え
を
検
討
。
7
月

の
役
員
会
は
、
10
月
の
支
部
総
会

に
向
け
て
の
準
備
）
し
ま
し
た
。

・
広
島
（
寺
西
）　

4
月
に
支
部
総

会
を
開
催
し
7
名
出
席
（
支
部
4

名
）。
携
帯
電
話
用
Ｈ
Ｐ
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し

総
会
案
内
返
信
を
下
さ
っ
た
方

に
宣
伝
し
た
い
。

10
月
か
ら
役
員
の
交
代
を
（
支
部

長
・
風
呂
10
期
、
監
査
・
小
畑
4

期
が
担
当
）
し
ま
す
。

・
関
西
（
和
田
）　

15
周
年
の
記
念

旅
行
企
画
を
し
て
い
ま
す
。（
沖

縄
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
）
9

／
20
〜
22
日　

5
名
参
加
予
定
。

執
行
部
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
積

み
立
て
を
し
ま
し
た
。
提
携
校

（
名
桜
大
学
・
単
位
交
換
の
提
携
）

に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
た
い
。

・
静
岡
（
山
崎
成
）　

6
月
に
支
部

総
会
を
開
催
し
10
名
出
席
（
支

部
8
名
）。
第
1
回
会
報
を
100
名

位
に
送
っ
た
が
、
あ
ま
り
反
応

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
が
な
か
っ
た
が
、

続
け
て
行
き
た
い
。
地
区
ご
と

（
3
地
区
）
に
懇
親
会
を
開
き
た

い
。

・
群
馬
（
立
木
）　

7
月
10
日
支
部

総
会
開
催
（
支
部
5
名
）
近
隣
の

支
部
と
も
交
流
を
深
め
情
報
交

換
を
し
て
、
会
報
（
年
2
回
）
も

続
け
て
発
行
し
た
い
。

・
新
潟
（
吉
井
）　

設
立
10
周
年

（
9
／
11
）
で
す
が
、
経
費
節
減

の
折
、
遠
出
を
せ
ず
に
市
内
で
開

催
し
出
席
者
を
増
や
し
た
い
。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
も
続
け
て
い

き
ま
す
。
近
く
の
方
に
は
出
来
る

限
り
郵
送
で
は
な
く
総
会
の
案

内
も
兼
ね
て
手
渡
し
た
い
。

粘
り
強
く
や
っ
て
行
き
た
い
。
他

支
部
の
企
画
、
旅
行
な
ど
に
も
ア

テ
ン
ド
し
た
い
。

・
宮
城
（
小
松
）　

支
部
総
会
に
関

し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま

し
た
が
、
回
収
率
が
低
か
っ
た

（
5
％
）。

9
／
25
仙
台
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
で

開
催
予
定
。
新
メ
ン
バ
ー
に
声
掛

け
を
し
た
り
、
卒
業
生
の
会
社
訪

問
（
酒
蔵
・
旅
館
業
等
）
を
し
て

総
会
の
案
内
を
し
て
い
き
た
い
。

・
四
国
（
宇
都
宮
）　

5
／
15
支
部

総
会
開
催
8
名
（
支
部
3
名
）。

組
織
の
態
を
な
し
て
な
い
。
役

員
の
自
覚
が
な
い
。
ド
タ
キ
ャ

ン
や
遅
刻
等
々
、
若
い
人
に
譲
っ

て
行
き
た
い
が
心
配
。
極
端
で
す

が
、
他
支
部
に
吸
収
し
て
欲
し
い

く
ら
い
で
す
が
、
返
信
ハ
ガ
キ
の

コ
メ
ン
ト
に
救
わ
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
る
（
返
信
20
件
／
発
送
129

件
）。

・
長
野
（
春
日
）　

昨
年
10
月
に
設

立
し
、
役
員
会
開
催
・
会
報
発
行

も
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
10
月
31

日
に
松
本
で
総
会
予
定
。

会
報
は
各
地
で
活
躍
し
て
い
る

方
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
会

員
参
加
型
に
し
た
い
。
広
告
も
考

え
て
い
る
。

・
教
員
（
和
内
）　

支
部
総
会
5
／

14
崎
陽
軒
に
て
開
催　

14
名
参

加
。
7
／
3
教
育
実
習
修
了
者

（
4
年
生
3
名
、
支
部
6
名
出
席
）

対
象
に
反
省
会
。
今
年
の
夏
季
研

修
会
は
、
8
／
30
（
月
）
川
崎
商

業
高
校
で
教
職
課
程
受
講
の
3

年
生
を
対
象
に
研
修
会
（
見
本
授

業
、
模
擬
授
業
、
採
用
試
験
の
場

面
指
導
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

・
観
光
産
業
（
杉
原
）　

4
／
17
支

部
総
会
、
千
寿
閣
に
て
10
名
出

席
。
10
周
年
に
向
け
会
員
・
顧
問

の
ゼ
ミ
生
対
象
に
エ
コ
体
験
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す

・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
滝
上
）　

第
7

回
支
部
総
会
4
／
17　

出
席
9

名
。
総
会
の
報
告
、
現
役
試
合
結

果
な
ど
を
会
員
80
名
に
郵
送
し

ま
し
た
。

総
会
出
席
者
か
ら
は
Ｏ
Ｂ
会
費

（
現
役
支
援
）
を
集
め
て
い
る
が
、

欠
席
者
に
も
負
担
依
頼
を
し
ま

し
た
が
、
振
込
み
が
あ
っ
た
の
は

1
件
だ
け
で
し
た
。

・
経
営
実
践
（
佐
藤
）　

支
部
会
議

（
支
部
8
名
）
1
年
間
同
窓
会
に

参
加
し
、
経
費
削
減
し
て
運
営
で

き
る
方
法
を
考
え
、
Ｈ
Ｐ
や
電
話

を
使
っ
て
通
信
し
ま
す
。
来
期
か

ら
援
助
金
な
し
で
運
営
し
ま
す
。

・
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム（
滝
口
）　

設

立
3
年
目
で
す
。
9
／
11
支
部
総

会
予
定
。
昨
年
9
月
支
部
総
会

開
催
支
部
13
名
（
初
参
加
3
名
）。

平
澤
先
生
、
役
員
9
名
。
支
部
イ

ベ
ン
ト
・
役
員
会
（
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
、
新
年
会
）
開
催
。
5
年
毎
に

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

ま
す
。

・
飯
山
会
（
植
木
）　

5
月
に
総
会

開
催
、出
席
者
19
名（
目
標
30
名
）。

10
月
の
飯
山
祭
に
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
出
展
（
家
庭
の
不
用
品

を
持
ち
寄
り
、
売
上
金
は
団
体
に

寄
付
を
予
定
）
し
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

・
不
動
産
（
寺
島
）　

支
部
総
会
9

／
末
予
定
。
6
／
23
大
学
不
動
産

連
盟
総
会
を
開
催
（
550
名
出
席
）、

大
学
・
同
窓
会
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
他
大
学
と
の
交
流

を
重
ね
（
親
睦
会
・
情
報
交
換
会
）

切
磋
琢
磨
し
大
学
の
枠
を
超
え

て
い
き
た
い
。

神
奈
川
の
5
大
学
も
商
大
が

リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
人
材
不
足
で
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。

2
．
支
部
長
会
議
開
催
日
の
変
更
に

つ
い
て

・
支
部
長
会
議
は
必
要
性
が
あ
る

の
で
継
続
す
る
。
事
前
に
議
題
を

配
布
す
る
。

・
次
回
の
支
部
長
会
議
は
、来
年（
平

成
23
年
）
の
総
会
開
催
時
の
3
時

間
前
か
ら
開
催
す
る
。

3
．
機
関
紙
等
に
つ
い
て

・
機
関
誌
は
年
2
回
発
行
、
発
送
は

総
会
案
内
を
含
め
年
2
回
に
す

る
。

4
．
同
窓
会
支
部
に
つ
い
て

　

新
支
部
設
立
規
定
の
見
直
し

　

�

既
存
支
部
の
援
助
金
の
見
直
し

等
、
検
討
す
る
。

第
5
回
同
窓
会
支
部
長
会
議
開
催

　

平
成
22
年
8
月
7
日
（
土
）、
新
横
浜
国
際
ホ
テ

ル
に
て
、
午
後
4
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

剣
道
支
部
を
除
く
17
支
部
の
支
部
長
が
一
同
に
会

し
ま
し
た
。

　

以
下
、
各
支
部
の
近
況
報
告
と
活
発
な
審
議
・

意
見
交
換
の
後
の
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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〈
編
集
後
記
〉

　　

暑
い
あ
つ
ー
い
夏
も
、
や
っ
と
終
り
そ

う
な
昨
今
、
皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
卒
業
生
の
活
躍
こ
そ
が
、
母
校
の

発
展
の
原
動
力
な
の
で
す
。

　

温
暖
化
に
も
め
げ
ず
、
経
済
の
大
不
況

に
も
ひ
る
ま
ず
、
ひ
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同窓会事務局より

　〈住所変更の方・ご意見・ご提案などなど
何でもご連絡下さい〉　

〒230-8577　横浜市鶴見区東寺尾 4 − 11 − 1
TEL・FAX　045 − 583 − 9031　直通（月・火・木・金）
同窓会HPアドレス　http://www.shodai-ob.com/
携帯サイト　http://hp.did.ne.jp/shodai-dousou/
E-Mail : dousou@shodai.ac.jp

第43回飯山祭開催
平成22年10月30日（土）〜10月31日（日）
つるみキャンパスにて　テーマ“BREAK”

みなさん　来て〜〜〜下さい‼
同窓会支部飯山会：フリーマーケットに参加�!!

10月31日（日）1日だけ
AM�10:00〜PM�3:00頃まで

第35回同窓会総会お知らせ
日時： 平成22年11月27日（土）PM6時より

総会、PM7時より懇親会
場所：新横浜国際ホテル　045（473）1311
会費：5000円（当日会場にて）
宿泊希望の方　此企氏（新横浜国際ホテル総
副支配人・同窓会幹事・14期生）又は同窓会
事務局まで

学生の知恵で観光振興
　

担い手育成へ「移動大学」
　神奈川県は県内の大学と連携して観光振興
に乗り出す。観光学部・学科のある松蔭大学、
文教大学、横浜商科大学と初の協定を結び、
協力を進める。第1弾として10月から厚木、
茅ヶ崎の両市と箱根町で「食」「自然」「宿」
をテーマに、まちづくりの担い手育成策を産
学官で議論する「移動観光大学」を開催する。
大学の知恵を生かし、人材の地産地消に取り
組んでいく。
　県は今月、観光誘致を促進する観光振興条
例を施行した。3大学との連携事業は人材確
保に悩む観光業者の増加を踏まえたもので、
条例の柱である「大学と県との連携」の第1
弾となる。連携で得た成果は来年度以降の観
光政策に生かす。

受講料　無料
場所：横浜商科大学　つるみキャンパス
詳細は横浜商科大学入試事務室まで　045－571－3901

前期・後期14回受講すれば1単位（入学後）取得できる
出前授業を5～6回開催している（出張授業）
商大高校、川崎市立商業　など

横浜商科大学　平成 22年度「高校生のためのプレ大学授業」

「まちづくりと観光」
（土曜日 2時限に実施）
講師　教授　小濱　哲

変更あり
目的：高大連携事業の一環として、
高校生を対象にした講義を開講し、
高校生に大学の授業体験を通して、
大学進学の目的意識を高めること
がねらいです。

開講科目

1科目だけ受講することもできます
特典：修了認定された高校生には
修了証を発行し、その高校生が本
学に入学した場合には、専門科目
の学部特論として 1科目に付き 1
単位を認定します

「IT の進展と活用」
（土曜日 3時限に実施）
講師　准教授　柳田　義継
准教授　浮田　義文　　　

変更あり
対象：高校 2年生以上（全日制、
通信制、定時制、および普通科、
商業科等の課程は一切問いません）
で、原則として連続して 7回受講
できる生徒。
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平成 21 年横浜商科大学同窓会総会・懇親会出席者一覧
（敬称省略）

短大（S44年） 植木　茂雄

4大
1期（S46年）

石原　隆子　　藤井　照代　　露木　利和　　石坂　文成　　金子　剛士
関口　文男　　篠原孝太郎　　関本　邦明　　大嶋　　裕　　小林　正明
村野　吉夫　　上野　文夫　　平井　俊昭

2期（S47年）
中山　紀子　　笠原　幼子　　佐久間　博　　杉原　一光　　和田　　彰
寺島　信悟　　望月こず枝　　三浦　寿久　　柏木　幸夫　　渋谷　　茂
土屋　正昭　　石渡志津子

3期（S48年） 山崎　好美　　荒川　利一　　伊東　幸博　　高瀬貴美雄　　春日　健三
田村　昭雄　　鈴木　重行

4期（S49年） 長田　昌明　　村上　道朗　　山崎　　成　　小濱　三雄　　西原　日文
5期（S50年） 滝上　　徹　　南澤　隆夫　　小松　　稔
6期（S51年） 村野　紀子　　角　美恵子
7期（S52年） 佐藤　好男
8期（S53年） 藤本　　朗　　高岡周一郎　　小松　　智　　鈴木　清照
9期（S54年） 立木　　明　　閑野　　勇
10期（S55年） 滝口　　猛　　土屋　　勝　　松実　宏幸
11期（S56年） 竹田　嘉夫　　斉藤　健市　　宇都宮吉彦　　山口　秀隆　　小屋垣　武
12期（S57年） 福田　忠喜　　村野　　弘　　宮澤　秀幸
13期（S58年） 岩岡　　進　　本澤　慎一
14期（S59年） 比企　恒治　　金沢　　亨　　志田　俊宏
15期（S60年） 森　　明文　　杉田　雅之　　鈴木　善光　　澤　みゆき　　小山　和則
16期（S61年） 稲垣　正直　　斎藤　晋一　　薄井　　茂　　熊崎　貴之
17期（S62年） 目黒　正栄　　穂坂　治宏　　吉田　陽一
18期（S63年） 和内　広行　　吉井　直樹
19期（H元年） 西海　雅弘　　柴崎　雅治　　
20期（H 2 年） 木村　　孝
21期（H 3 年） 山崎　徹也
23期（H 5 年） 大森　秀人　　大関　充男　　須賀川祐典　　小森　誠史
25期（H 7 年） 浦辺　健志　　橘　　　修
28期（H10年） 高崎　洋一　　守屋　芳彦　　芳賀　明広
29期（H11年） 持丸　靖興
30期（H12年） 渡辺幸太郎　　田中　　敦
31期（H13年） 藤縄　佑介
32期（H14年） 川西　竜介
33期（H15年） 吉留　　暖　　三枝木寛也
34期（H16年） 鈴木　雅志　　鬼頭　和也　　河野　充憲
35期（H17年） 村崎　一貴　　吉井　寛和　　早山　栄次　　藤井　達也
36期（H18年） 橘薗　寿枝
38期（H20年） 安藤　希望　　リュウ　カン
39期（H21年） 手塚　德明
同窓会事務局 藤田美代子
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日　時：平成22年11月27日（土）午後 6時から総会
	 	 	 	 	 　午後 7時から懇親会
場　所：新横浜国際ホテル（南館）
　　　　TEL	0 4 5 - 4 7 3 - 1 3 1 1
　　　　ＪＲ新横浜駅北口徒歩3分
　　　　市営地下鉄　新横浜駅7番出口より徒歩1分
議　題：1）21年度事業報告・決算報告
　　　　2）22年度事業計画・予算案
　　　　3）会長・会計監査改選
　　　　4）その他
会　費：一家族￥ 5 , 0 0 0（当日会場にてお願いいたします）★家族同伴大歓迎★

　日頃より、同窓会活動に、ご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。
おかげ様で当会も、会員数18,000名を越え、皆さま方各方面で活躍されています。
また、地域・職域（業界）をはじめとする各支部も、会員相互の親睦を図りつつ、支部間
の交流も活発になり着実に活動の輪を広げています。
　さて、平成22年度定期総会を標記の通り開催いたします。
　総会後の懇親会では、恩師を囲み、あるいは会員同士の情報交換や近況報告など和やか
な雰囲気の中で親交を深めて下さい。
　会員の皆さまには、ご多用中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご出席下さいま
すようご案内申し上げます。
　尚、ご出欠は、同封の返信ハガキ、又は同窓会のホームページからもアクセスできます
ので、お知らせ下さいますようお願い申し上げます。

※今年卒業された新会員の皆さまは  会 費 無 料 ！
※懇親会には教職員の方も多数出席予定です。
※昨年同様、景品等ご提供と寄附の受付も行いますので、ご協力お願いします。
※平成21年度　出席者一覧を裏面参照願います。
※宿泊希望の方は、同窓会事務局まで。

℡・℻：045（583）9031
Email：dousou@shodai.ac.jp
http://www.shodai-ob.com


